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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第 2 四半期連結累計期間の日本経済は、雇用・所得環境の改善が続くなかで、一部に弱さが

みられるものの、緩やかな回復基調が続いています。 

広告業界におきましては、東京地区のスポット広告の出稿量がおおむね順調に推移したことか

ら、前年同期を上回りました。 

このような経済状況のなか、当社グループは、テレビ放送事業はもとより、音楽出版事業やそ

の他事業においても収益確保に努め、当第 2 四半期連結累計期間の売上高は 1,440 億 2 千 3 百万

円（前年同期比＋3.3％）、売上原価、販売費及び一般管理費の合計が 1,343 億 6 千 1 百万円（同

＋2.3％）となりました結果、営業利益は 96 億 6 千 2 百万円（同＋19.2％）となりました。また、

経常利益は 106 億 3 千万円（同＋12.6％）、親会社株主に帰属する四半期純利益は 62 億 4 千 9 百

万円（同＋5.4％）となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 

①テレビ放送事業 

タイム収入は、アドバタイザーの宣伝活動において柔軟性と効率性を重視する動きから、固定

費削減傾向がみられましたが、「リオデジャネイロオリンピック 2016」「2018FIFA ワールドカッ

プロシア アジア地区最終予選」「サッカー・UEFA ユーロ 2016」などの単発番組のセールスで増

収を図りました。以上の結果、タイム収入合計は 446 億 1 千 3 百万円（前年同期比＋0.7％）とな

りました。 

スポット収入は、東京地区の広告出稿量が前年同期を上回ったことや、積極的にプロモーショ

ンを行ったことなどから増収となりました。業種別では「情報・通信」「薬品・医療用品」「家電・

ＡＶ機器」などが好調な一方で、「事務機器・事務用品」「外食・各種サービス」などは減収とな

りました。以上の結果、スポット収入は 500 億 6 百万円（同＋6.1％）となりました。 

また、ＢＳ・ＣＳ収入は 123 億 1 千 7 百万円（同△0.7％）、番組販売収入は 62 億 3 千 9 百万円

（同△1.1％）、その他収入は 94 億 3 千 6 百万円（同＋12.6％）となりました。 

以上の結果、テレビ放送事業の売上高は 1,226 億 1 千 4 百万円（同＋3.5％）、営業費用は 1,145

億 9 百万円（同＋2.3％）となりました結果、営業利益は 81 億 5 百万円（同＋23.7％）となりま

した。 

 

②音楽出版事業 

前年同期に開催した「ケツメイシ」及び「湘南乃風」のコンサートツアーの反動減などにより、

音楽出版事業の売上高は 53 億 6 千 9 百万円（前年同期比△27.8％）、営業費用は 50 億 9 千 3 百

万円（同△21.4％）となりました結果、営業利益は 2 億 7 千 6 百万円（同△71.1％）となりまし

た。 

 

③その他事業 

平成 28 年 4 月 11 日より本開局したインターネットテレビ局「ＡｂｅｍａＴＶ」向けのコンテ

ンツ提供に伴いインターネット事業が増収となりました。また、7 月 16 日から 44 日間にわたっ

て開催された「テレビ朝日・六本木ヒルズ夏祭り ＳＵＭＭＥＲ ＳＴＡＴＩＯＮ」が前年同期を

上回る盛況となりました。以上の結果、その他事業の売上高は 220 億 6 千 6 百万円（前年同期比

＋17.5％）、営業費用は 207 億 6 百万円（同＋13.7％）となりました結果、営業利益は 13 億 5

千 9 百万円（同＋139.0％）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

当第 2四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末比 23億 1千 6百万円減の 3,999 億 3

千 4 百万円となりました。これは、有価証券が 29 億 9 千 2 百万円、投資有価証券が 27 億 7 千 8

百万円増加したものの、現金及び預金が 63 億 6 千 5 百万円、受取手形及び売掛金が 44 億 2 千 3

百万円減少したことなどによります。 

負債合計は、前連結会計年度末比 38 億 1 千 6 百万円減の 895 億 1 千 7 百万円となりました。こ

れは、支払手形及び買掛金が 34 億 4 千万円、未払法人税等が 12 億 3 千 6 百万円減少したことな

どによります。また、純資産合計は、前連結会計年度末比 15 億円増の 3,104 億 1 千 7 百万円とな

りました。この結果、自己資本比率は 76.4％となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

通期の連結業績予想につきましては、大型スポーツ単発など番組制作費の増加が見込まれるも

のの当第 2 四半期累計期間における実績を鑑み、売上高、営業利益、経常利益及び親会社株主に

帰属する当期純利益は、いずれも前回予想（平成 28 年 7 月 29 日）を上回る見通しであります。 

詳細につきましては、本日（平成 28 年 11 月 4 日）公表の「平成 29 年 3 月期第 2 四半期累計期

間の連結業績予想と実績との差異及び通期の連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧くだ

さい。 

 

平成 29年 3月期連結業績予想数値の修正(平成 28年 4月 1日～平成29年 3月 31日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 289,000 14,000 14,500 9,000 83.88

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) 291,000 15,500 16,500 10,000 93.20

増 減 額 (Ｂ－Ａ) 2,000 1,500 2,000 1,000 

増  減  率(％) 0.7% 10.7% 13.8% 11.1% 

（ご参考）前期実績 

（平成28年 3月期) 
280,779 16,570 18,509 12,169 112.39
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  1.税金費用の計算 

   税金費用については、当第 2 四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当

該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。ただし、当該見積実効税率を用いて

税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法

によっております。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  （会計方針の変更） 

   「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26 号 平成 28

年 3 月 28 日。以下「回収可能性適用指針」という。）を第 1 四半期連結会計期間から適用し、

繰延税金資産の回収可能性に関する会計処理の方法の一部を見直しております。 

   回収可能性適用指針の適用については、回収可能性適用指針第 49 項(4)に定める経過的な取

扱いに従っており、第1四半期連結会計期間の期首時点において回収可能性適用指針第49項（3）

①から③に該当する定めを適用した場合の繰延税金資産及び繰延税金負債の額と、前連結会計

年度末の繰延税金資産及び繰延税金負債の額との差額を、第 1 四半期連結会計期間の期首の利

益剰余金に加算しております。 

   この結果、第 1 四半期連結会計期間の期首において、投資その他の資産の「その他」に含ま

れる繰延税金資産及び利益剰余金がそれぞれ 45 百万円増加しております。 
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(３) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

(継続企業の前提に関する注記) 

 

  該当事項はありません。 

 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

 

  該当事項はありません。 

 

(セグメント情報) 

 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

 

前第２四半期連結累計期間（自 平成27年4月1日 至 平成27年9月30日） 

（単位：百万円）  

 報告セグメント 

調整額 

(注1) 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注2)  

テレビ放送

事   業

音 楽 出 版

事 業

そ の 他

事 業
計 

売上高  

 外部顧客への売上高 117,268 7,293 14,902 139,464 ― 139,464

 セグメント間の内部売上高 
1,244 145 3,878 5,268 △5,268 ―

 又は振替高 

 計 118,512 7,438 18,781 144,732 △5,268 139,464

セグメント利益 6,550 957 568 8,076 29 8,106

（注）1.セグメント利益の調整額 29 百万円は、セグメント間取引消去△35 百万円、当社における子会社からの収

入 1,057 百万円及び全社費用△993 百万円であります。全社費用は、主に提出会社のグループ経営管理に

係る費用であります。 

      2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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当第２四半期連結累計期間（自 平成28年4月1日 至 平成28年9月30日） 

（単位：百万円）  

 報告セグメント 

調整額 

(注1) 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注2)  

テレビ放送

事   業

音 楽 出 版

事 業

そ の 他

事 業
計 

売上高  

 外部顧客への売上高 121,245 5,151 17,626 144,023 ― 144,023

 セグメント間の内部売上高 
1,368 218 4,439 6,026 △6,026 ―

 又は振替高 

 計 122,614 5,369 22,066 150,050 △6,026 144,023

セグメント利益 8,105 276 1,359 9,741 △78 9,662

（注）1.セグメント利益の調整額△78 百万円は、セグメント間取引消去△70 百万円、当社における子会社からの

収入 952 百万円及び全社費用△961 百万円であります。全社費用は、主に提出会社のグループ経営管理に

係る費用であります。 

      2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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平成29年3月期　第２四半期決算短信補足資料

１．連結損益計算書
(単位：百万円)

売上高 139,464 144,023 4,559 3.3% 

タイム収入 44,302 44,613 310 0.7% 

スポット収入 47,123 50,006 2,883 6.1% 

番組販売収入 6,057 5,985 △ 72 △ 1.2% 

ＢＳ・ＣＳ収入 12,350 12,279 △ 71 △ 0.6% 

その他収入 7,434 8,361 926 12.5% 

音楽出版収入 7,293 5,151 △ 2,141 △ 29.4% 

その他事業収入 14,902 17,626 2,723 18.3% 

営業費用 131,358 134,361 3,003 2.3% 

営業利益 8,106 9,662 1,556 19.2% 

売上高営業利益率 5.8% 6.7% 0.9%

営業外収益 1,450 1,080 △ 369 △ 25.5% 

(うち持分法による投資利益) (        428) (         22) (△ 406) (△ 94.8%)

営業外費用 118 112 △ 6 △ 5.4% 

経常利益 9,438 10,630 1,192 12.6% 

売上高経常利益率 6.8% 7.4% 0.6%

税金等調整前四半期純利益 9,438 10,630 1,192 12.6% 

法人税等 3,393 4,067 674 19.9% 

四半期純利益 6,044 6,563 518 8.6% 

非支配株主に帰属する四半期純利益 114 313 198 172.9% 

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,929 6,249 320 5.4% 

前年同期比28年3月期第2四半期 29年3月期第2四半期
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２.セグメント情報

(単位：百万円)

テレビ放送事業

売上高 118,512 122,614 4,101 3.5% 

タイム収入 44,302 44,613 310 0.7% 

スポット収入 47,123 50,006 2,883 6.1% 

番組販売収入 6,308 6,239 △ 69 △ 1.1% 

ＢＳ・ＣＳ収入 12,398 12,317 △ 81 △ 0.7% 

その他収入 8,378 9,436 1,058 12.6% 

営業費用 111,962 114,509 2,546 2.3% 

営業利益 6,550 8,105 1,555 23.7% 

音楽出版事業

売上高 7,438 5,369 △ 2,069 △ 27.8% 

営業費用 6,481 5,093 △ 1,388 △ 21.4% 

営業利益 957 276 △ 680 △ 71.1% 

その他事業

売上高 18,781 22,066 3,285 17.5% 

営業費用 18,212 20,706 2,494 13.7% 

営業利益 568 1,359 790 139.0% 

調整額

売上高 △ 5,268 △ 6,026 △ 758 14.4% 

営業費用 △ 5,298 △ 5,947 △ 649 12.3% 

営業利益 29 △ 78 △ 108 ― 

  合  計

売上高 139,464 144,023 4,559 3.3% 

営業費用 131,358 134,361 3,003 2.3% 

営業利益 8,106 9,662 1,556 19.2% 

「その他事業」セグメント　売上高の明細

(単位：百万円)

インターネット収入 2,896 6,083 3,186 110.0% 

イベント事業収入 4,777 4,564 △ 213 △ 4.5% 

ショッピング事業収入 3,790 3,655 △ 134 △ 3.6% 

機器販売・リース料収入 1,845 2,522 677 36.7% 

出資映画事業収入 853 792 △ 60 △ 7.1% 

ＤＶＤ販売収入 881 718 △ 163 △ 18.5% 

その他 3,736 3,728 △ 7 △ 0.2% 

合　　　計 18,781 22,066 3,285 17.5% 

前年同期比

29年3月期第2四半期 前年同期比28年3月期第2四半期

28年3月期第2四半期 29年3月期第2四半期
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